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芦田川環境マネジメントセンターニュースレター
vol.10

　「河川浄化チャレンジ月間」 を実施しました。1
「芦田川きれい☆きれいプロジェクト」 の一環として、

身近にできる水質浄化の取り組みである 『河川浄化チャ

レンジ月間』 を、平成22年11月 1日～11月30

日までの1ヵ月間実施しました。

平成21年に実施した 『河川浄化社会実験』 では、

瀬戸川流域の津之郷学区・赤坂学区、高屋川流域

の竹尋学区 ( 合計約 3,600 世帯 ) のご協力により、

貴重な結果やご意見を得て、水質浄化の取り組みに

よる水質改善効果を把握することができましたので、

今回は、取り組みをさらに進展させ、瀬戸川・高屋

川流域全体を対象として実践していただきました。

※本事業は、社団法人日本河川協会「きれいな川と暮らそう」基金及び財団法人義倉「義倉事業助成」の助成を受けて実施いたしました。

1.取り組み前、取り組み中の水質調査　

2.アンケート調査　

　瀬戸川・高屋川の流末において、取り組み前と取り
組み中に水質調査を行い、その結果を比較することで、
取り組みの効果を把握します。

調査方法

　瀬戸川・高屋川流域
の皆さまに、家庭でで
きる水質浄化の取り組
み5項目を実践してい
ただき、その取り組み
状況や感想について、
アンケートに記入して
いただきます。
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①排水口にネットをかけて、調理く
ずや食べ残しを流さない

②汚れのひどい鍋、食器類は、ふき
取ってから洗う

③食用油は直接流さず、紙にしみ込
ませたり、 固めたりして捨てる

④食器類を洗う時に、洗剤の使用量
を減らす

⑤洗濯の時に、洗剤の適量使用を心
がける 

◆ 取り組み項目(クリーン5) ◆

Q：下水道の整備を早くしてほしい。
A：河川浄化に直結する下水道整備は、順次進められては

いますが、下水道の普及･促進には費用と時間を要し
ます。このため、芦田川流域に住む方々の家庭から出
る排水をきれいにすることで、芦田川を守っていかな
ければならないと考えています。また、下水道が整備
されていても、家庭排水が汚れている程、下水をきれ
いにするための費用がかかりますので、水質浄化の取
り組みは下水処理の負荷を軽減する有効な手段となり
ます。

Q：浄化槽を付けているので、汚い水は流していません。
A：合併浄化槽は家庭排水を浄化するための有効な手段で

す。しかし、合併浄化槽が設置されていても、家庭排
水が汚れていると、合併浄化槽に負荷がかかり、放流
水質も基準内ながら若干悪化すると考えられますので、
水質浄化の取り組みは合併浄化槽の負荷を軽減すると
ともに、河川を浄化する有効な手段となります。
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チャレンジ月間の取り組みエリア

高屋川流域
駅家町、御幸町、加茂町、
神辺町、千田町など

瀬戸川流域
赤坂町、津之郷町、瀬戸町、
山手町など

規模を拡大
しました！



芦田川環境マネジメントセンター （AEMC) では、今後も芦田川の水環境をテーマにさまざまな活動の企画を予定して
います。そこで、これらの活動のさらなる充実を図るため、活動に参加もしくは支援してくださる個人や団体を募集し
ています。　募集要項・入会申し込み書等の入手は、ホームページ (http://fm777.co.jp/pc/aemc/)をごらんください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなさんのご参加をお待ちしています。

芦田川環境マネジメントセンター会員募集中！！

AEMC 検索AEMCで検索してね！

河川浄化チャレンジ月間の実施結果をご報告します!2
水質調査の結果、ほとんどの調査項目で、実施中

調査が事前調査を下回っており、川の汚れの量が削

減されたものと考えられます。また、アンケート調査

結果から、身近にできる水質浄化の取り組みを、多く

の方に新たに実践していただけたとともに、今後の取

り組みへの意欲や環境への関心が高まっていること

がわかりました。

以上の結果より、日頃から家庭でできる水質浄化

の取り組みが重要であると改めて確認できました。今

後、このような芦田川の浄化に向けた草の根運動が

契機となって、各家庭に水質浄化の取り組みが定着し、

芦田川流域全体に広まっていくことを期待します。

　瀬戸川流域では全項目で（図１）、高屋川流域では、水中のにごりの
量（SS）と水中のリンの量（T-P）について（図2）、事前調査と比較
して実施中調査の数値が減少しています。これは、各取り組み項目につ
いて、流域住民の皆さまに積極的に取り組んでいただいた結果、生活排
水等の汚れの量が削減されたものと考えられます。
　ここで、高屋川流域では、水中の汚れの量（BOD）について改善が確
認できませんでした。竹尋学区においては、平成21年に引き続いて集中
的な取り組みを実施いただきましたが、高屋川流域は竹尋学区以外のエ
リアが非常に大きいことが要因の1つとして考えられます。このため、
次年度以降、高屋川流域全体での参加率の向上が望まれます。

水質調査結果
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【 図2：調査結果の比較（高屋川流域) 】

※事前調査前に降雨があり、その影響等を受けているため、汚濁負荷の減少率は実際の削減率に当てはまりません。

事前調査(10/27～28) 実施中調査(11/19～20)
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【 図1：調査結果の比較（瀬戸川流域) 】

アンケート調査結果

　取り組みを実施した感想等についての設問では、「これからも続けて取り組んでいきたい」という意見が、アンケートにご回答いた
だいた人の9割近くと多い結果となりました。また、取り組み後の暮らしの変化についての設問では、「汚れのひどい鍋、食器類は、
ふき取ってから洗う」「食器類を洗うときに、洗剤の使用量を減らす」「洗濯のときに、洗剤の適量使用を心がける」という項目を、
3割近くの世帯で、今回から新たに実践していただくことができました。

※アンケート回答数：258世帯
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・ これからも続けて取り組んでいきたい    

・ 前から取り組んでいたので、特に変化はな
い                                 

・ 芦田川に限らず、環境への関心が深まった

・ 家族で芦田川や環境について考えたり、話
したりするようになった              

・ 友人や近所等にすすめた、あるいは、すす
めたくなった                       

・ 取り組みたい気持ちはあるが、続かない  

・ 川の浄化に直接結びつかないように思えて
実行しなかった                     

・ その他の意見                          

（世帯）
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取組1. 排水口にネットをかけて、調理く
ずや食べ残しを流さない        

取組2. 汚れのひどい鍋、食器類は、ふき
取ってから洗う                

取組3. 食用油は直接流さず、紙にしみ込
ませたり、固めたりして捨てる  

取組4. 食器類を洗う時に、洗剤の使用量
を減らす                      

取組5. 洗濯の時に、洗剤の適量使用を心
がける                        

前からできていた 今回からできるようになった 無回答

（世帯）

設問：「水質浄化の取り組み」を実行した結果、どのように暮らし方に変化が現れ
たかをお尋ねします。

設問：「水質浄化の取り組み」を実行して、感じられた事、行動の変化等はいかが
ですか？

参加者の声

○素晴らしい取り組みと思います。良い環境を子ど
も達に残してやりたい思いで一杯です。汚れた食
器は広告等で拭き取る習慣がつき、本当に洗剤を
使う事が少なくなりました。

○ぼくは、水をきれいにしても川にごみがあったり
したらきれいとは言えないので、川もきれいにし
ていこうと思った。

○40才代後半の私の兄から、幼い頃、芦田川でよ
く泳いだり、貝や魚を取っていたと聞きました。
その頃の様にきれいな川に戻せる日を目指し、家
族で協力して楽しみながら頑張り続けたいです。

○みんなの河川だという気持ちを持って、みんなで
取り組んでいくことによって美しい川にしていき
たいと思いました。

「河川浄化チャレンジ月間」へのご参加
ありがとうございました！


